
 国際見本市会場インテックス大阪は、昭和 60 年 5 月、日本経済の高度成長や技術革新の

進展に伴って大規模化した見本市・展示会に対応できる見本市会場が必要という時代のニ

ーズを背景に、大阪の経済・文化の交流の拠点とすべく、最先端の設備と規模を有する見本

市会場として南港コスモスクエア地区に誕生しました。 

 開業以来、見本市・展示会を中心に多種多様なイベントが開催され、国内はもとより世界

各国からご来場いただくなど、大阪の経済の活性化、賑わい創出の一翼を担っています。ま

た、令和元年（2019 年）には「G20 大阪サミット」の会場となり、大阪の知名度のアップ

と都市の格付けの向上に貢献するとともに、インテックス大阪が快適で安全な施設として

世界に発信されました。 

 しかしながら、今般の新型コロナウイルス感染症拡大に伴いインテックス大阪において

も約 4 か月間、活動の制限を余儀なくされたところです。 

 7 月よりイベントを再開するにあたり、日本展示会協会のガイドライン及び大阪観光局の

ガイドライン等を遵守しながら新型コロナウイルス感染症拡大予防の取り組みを定め、ご

来場の皆様・主催者の皆様・地域の皆様のご理解・ご協力を賜りつつ、安全安心な展示会の

再開を期したところです。 

 皆様には感染拡大予防に努めていただき、誠にありがとうございます。おかげさまで、来

場者数は抑えつつも順調にイベントを開催しており、「賑わいが戻ってきた」「内容の濃い商

談ができた」などのお声をいただいています。また、大阪市と連携し、今年度は施設基本使

用料を半額にしていることもあり、新規イベントのお問い合わせもいただいているところ

です。 

 現在、海外からのイベント開催は引き続き厳しい状況にありますが、ICT を活用したバー

チャル・イベントを併用するなど新たな手法を用いながら、多彩な展示会を活発に開催して

います。 

 今後もよりいっそう安全安心な展示会の開催に努めてまいりますので、皆様のご協力を

賜りますよう重ねてお願い申しあげます。 
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